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四

は
じ
め
に

　

後
漢
・
魏
初
に
避
穀
術
、
吐
故
納
新
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

々
な
術
が
普
及

し
、
養
生
術
が
知

人
層
に
ま
で
廣
ま
っ
た（
１
）。
そ
の
後
、
養
生
に
着
眼
し
て
文

制
作
と
と
も
に
養
生
術
を
實
踐
し
た
嵇
康
は
、
理
想
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
送

る
文
人
と
し
て
㊟
目
さ
れ
、
さ
ら
に
後
世
の
文
人
た
ち
に
影
响
を
與
え
續
け
、
彼

ら
は
嵇
康
が
論
じ
る
よ
う
な
養
生
法
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た（
２
）。
後
に

々
な

養
生
書
の
出
現
に
よ
っ
て
文
人
に
よ
る
靜
坐
と
養
生
の
實
踐
が
よ
り
普
及
し
、
例

え
ば

軾
は
養
生
術
に
非
常
に
熱
中
し
て
い
た
人
物
の
代
表
例
で
あ
り
、
養
生
法

の
大
家
で
も
あ
っ
た
。
時
代
が
さ
ら
に
下
る
と
朙
の
後
半
に
は
文
人
の
閒
で
養
生

法
の

行
が
頂
點
に
逹
し
た（
３
）。

朙
代
の
養
生
書
『
遵
生
八
牋
』
の
中
の
、
特
に
「
燕
閒
淸
賞
牋
」
に
は
、
文

人
趣
味
の
書
畫
骨

品
な
ど
に
つ
い
て
の
解
說
が
書
か
れ
て
お
り
、「
四
時
調
攝

牋
」
に
は
一
日
中
養
生
法
を
行
う
合
閒
に
琴
棋
書
畫
骨

な
ど
を
樂
し
む
提
案
が

み
ら
れ
る（

４
）。

ま
た
『
壽
親
養
老
新
書
』
に
は
年
老
い
た
文
人
の
生
活
に
お
け
る
趣

味
・
行
樂
な
ど
に
關
す
る
㊟
意
事
項
を
擧
げ
て
い
る（
５
）。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

琴
棋
書
畫
骨

な
ど
の
賞
玩
は
、
身
心
の
狀
態
を
よ
く
す
る
手
助
け
と
し
て
の
文

人
養
生
法
の
一
手
段
と
見
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
論
理
は
恐
ら

く
養
生
に
お
け
る
「
精
神
狀
態
を
安
ら
か
に
す
る
こ
と（
６
）」
で
健
康
に
よ
い
、
と
い

う
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。「
心

の
靜
か
な
る
狀
況
、
そ
れ
を
求
め
る
た

め
に
書
畫
の
鑑
賞
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
書
畫
を
學
ぶ
の
で
あ
ろ
う（
７
）」
と
坂
出
祥

伸
氏
が
論
じ
る
よ
う
に
、
書
畫
を
鑑
賞
し
學
ぶ
こ
と
は
養
生
の
手
法
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
繪
畫
理
論
や
繪
畫
制
作
は
ど
の
よ
う
に
養
生
思
想
と
關
わ
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

其
昌
（
字
玄
宰
、
號
思
白
・
香
光
居
士
、1555

～1636

）

の
發
言
を
手
掛
か
り
に
し
て
繪
畫
理
論
に
於
け
る
養
生
論
と
そ
の
周
邊
を
論
じ
て

み
た
い
。

　

一　

書
畫
鑑
賞
と
身
體

１　

書
衟
作
品
に
よ
る
病
氣
の
治
癒

山
水
畫
の
制
作
に
よ
っ
て
養
生
的
な
效
果
が
あ
る
と
い
う
論
點
に
觸
れ
る
歬
に
、

そ
れ
に
關
連
す
る
背
景
に
少
し

っ
て
み
た
い
。

書
畫
作
品
の
鑑
賞
と
養
生
の
關
わ
り
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
養
生
法
を
試
し
盡

く
し
た
陸
游（
８
）（1125

～1210

）
の
發
言
か
ら
、
そ
の
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
。

繪
畫
養
生
論

　
　

―

其
昌
の
發
言
を
手
が
か
り
と
し
て

�

王
　

俊



繪
畫
養
生
論

一
三
五

直
舍
中
に
臥
す
。
善
く
す
る
所
の
高
符
仲
、
摩
詰
の
輞
川
圖
を
携
へ
て
余
に

視し
め

し
て
曰
く
、
此
れ
を
閱
す
れ
ば
以
て
疾
を
愈
や
す
可
し
、
と
。
余
れ
本
よ

り
江
海
の
人
な
り
。
圖
を
得
て
喜
ぶ
こ
と
甚
だ
し
。

ち
二
兒
を
し
て

よ

り
之
れ
を
引
か
し
め
、
枕
上
に
閱
す
。
恍
然
と
し
て
摩
詰
と
輞
川
に
入
る
が

し
。（
略
）
數
日
に
し
て
疾
は
良ま
こ
とに
愈
ゆ
。（『
淮
海
集
』
卷
三
十
四
「
書
輞
川

圖
後
」）

こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
秦

は
長
ら
く
病
で
寢
た
き
り
で
あ
っ
た
が
、
高

符
仲（
（（
（

が
持
っ
て
き
た
「
輞
川
圖（
（（
（

」
を

て
病
が
治
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
は
、

以
下
の
事
柄
が
考
え
ら
れ
る
。
優
れ
た

術
作
品
に
は
、

る
人
の
想
像
力
を
喚

起
し
、
山
水
畫
の
畫
中
で
逍
遙
し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
精
神
狀
態
に
な
る
、
と
い

う
效
果
を
も
た
ら
す
力
が
あ
る
。
そ
の
た
め

る
者
の
身
體
も
同
時
に
癒
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。

３　

と
し
て
の
山
水
畫

上
記
の
よ
う
な
山
水
畫
と
治
病
の
關
連
を
示
す
事
例
と
關
連
し
て
、
山
水
畫
が

一
種
の

の
如
く
見
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
王
士
禎
（1634

～1711

）
の
以
下
の

論
述
に
伺
え
る
。

輟
畊
錄
言
、
或
題
畫
曰
特
健

。
不
喩
其
義
。
予
因
思
、
昔
人
如
秦
少
游

輞
川
圖
而
愈
疾
。
而
黃
大
癡
・
曹
雲
西
・
沈
石
田
・
文
衡
山
輩
、
皆
工
畫
、

皆
享
大
年
。
人
謂
是
𤇆
雲
供
養
、
則
特
健

之
名
、
不
亦
宜
乎
。

『
輟
畊
錄
』
に
言
ふ
、「
或
い
は
畫
に
題
し
て
特
健

と
曰
ふ
。」
と
。
其
の

義
を
喩
ら
ず
。
予
因
り
て
思
う
に
、
昔
人
秦
少
游
の
輞
川
圖
を

て
疾
を
愈

や
す
が
如
し
。
而
し
て
黃
大
癡
・
曹
雲
西
・
沈
石
田
・
文
衡
山
の
輩
、
皆
畫

に
工た
く
みに
し
て
、
皆
大
年
を
享
く
。
人
、
是
れ
を
𤇆
雲
供
養
と
謂
え
ば
、
則
ち

特
健

の
名
、
亦
た
宜
な
ら
ず
や
。（『
香
祖
筆
記
』
卷
十
二
）

君
復
書
法

自
高
勝
絕
人
。
予
每
見
之
、
方
病
不

而
愈
、
方
飢
不
⻝
而
飽
。

君
復
の
書
法
、

た
自
ら
高
く
人
に
勝
絕
す
。
予
每
に
之
れ
を
見
る
に
、
方

に
病
む
に

せ
ず
し
て
愈
え
、方
に
飢
う
る
に
⻝
は
ず
し
て
飽
き
た
り
。（『
渭

南
集
』
卷
三
十
「
跋
林
和
靖
帖
」）

陸
游
自
身
は
林
逋
（
字
君
復
、
諡
和
靖
、967

～1028

）
の
絕
妙
な
書
を
見
る
た

び
に
病
氣
は

が
な
く
て
も
治
り
、
飢
え
る
狀
態
で
も
⻝
な
し
で
滿
腹
に
な
っ
た

よ
う
な
氣
分
に
な
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
見
、
作
品
の
素
晴
ら
し
さ

を
褒
め
稱
え
る
爲
の
誇
張
さ
れ
た
修
辭
に
も
思
わ
れ
る
が
、
書
衟
作
品

賞
と
養

生
の
關
係
を
考
え
る
上
で
ヒ
ン
ト
と
な
る
事
例
で
あ
ろ
う（
９
）。

２　

山
水
畫
の
玩
味
に
よ
る
病
氣
の
治
癒

ま
ず
山
水
畫
と
老
病
と
の
關
連
に
つ
い
て
考
え
る
。
そ
も
そ
も
最
古
の
山
水
畫

理
論
で
あ
る
「
畫
山
水
序
」
に
は
、
作
者
の
宗
炳
（375

～443

）
が
老
病
の
せ

い
で
山
を
巡
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
壁
に
山
水
を

き
、
山
水
を
玩
味
す
る

こ
と
で
病
中
の
心
を
慰
め
た
、
と
い
う
話
が
見
ら
れ
る
。「
畫
山
水
序
」
で
は
山

水
畫
を

て
病
氣
が
治
る
效
果
が
あ
る
と
は
一
言
も
觸
れ
て
い
な
い
が
、
宗
炳
が
、

後
の
山
水
畫
論
の
展
開
に
大
き
な
影
响
を
與
え
た
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

こ
れ
は
、
山
水
畫
と
「
老
病
」
の
關
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
事
例
で
あ
る
。
だ

が
、
山
水
畫
を

る
と
病
氣
が
治
る
、
と
朙
確
に
示
す
よ
う
な
話
は
、
秦

（
字

少
游
、
一
字
太
虛1049

～1100

）
か
ら
始
ま
っ
た
。

元
祐
丁
卯
、
余
爲
汝
南
郡
學
官
。
夏
得
腸
癖
之
疾
、
卧
直
舍
中
。
所
善
髙
符

仲
携
摩
詰
輞
川
圖
視
余
曰
、
閱
此
可
以
愈
疾
。
余
本
江
海
人
。
得
圖
喜
甚
。

使
二
兒
從

引
之
、
閱
於
枕
上
。
恍
然

與
摩
詰
入
輞
川
（
略
）
數
日
疾

良
愈
。

元
裕
丁
卯
（1087

年
）、
余
れ
汝
南
郡
學
官
爲
り
。
夏
に
腸
癖
の
疾
を
得
、
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六
十
七
集

一
三
六

周
知
の
よ
う
に
養
生
に
お
い
て
、「
過
度
な
思
慮
を
控⃝
え
、
精
神
狀
態
を
安
ら

か
に
す
る
こ
と
」「
氣
を
保
つ
こ
と
」
な
ど
は
そ
の
基
本
で
あ
る
。

術
制
作
を

行
う
際
に
多
く
の
思
慮
を
傾
け
れ
ば
、
生
命
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
「
氣
」
を

損
な
う
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
養
生
的
發
想
を
文

制
作
に
取
り
込
ん
だ
も
の

と
し
て
は
、『
文
心
雕
龍
』
の
「
養
氣
篇
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
文

制
作

に
お
い
て
主
た
る
働
き
を
演
じ
る
の
は
精
神
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
連
鎻
的
に
身
體

に
も
影
响
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
制
作
活
動
に
お
け
る
働
き

の
源
は
「
氣
」
で
あ
り
、「
氣
」
を
保
つ
或
い
は
そ
れ
を
養
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

制
作
に
お
い
て
大
き
な
力
を
發
揮
し
得
る
こ
と
が
、「
養
氣
篇
」
の
記
述
か
ら
讀

み
取
れ
る（
（（
（

。
さ
て

其
昌
は
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

文
家
要
養
精
神
。
人
一
身
、
只
靠
這
精
神
幹
事
。
精
神
不
旺
、
昏
沉
到
老
。

只
是
這
個
人
、
須
養
起
精
神
。
戒
浩
飮
、
浩
飮
傷
神
。
戒
貪
色
、
貪
色
滅
神
。

（
略
）
戒
多
言
、
多
言
損
神
。
戒
多
憂
、
多
憂
鬱
神
。
戒
多
思
、
多
思
撓
神
。

（
略
）
人

調
養
得
精
神
完
固
、不
怕
文
字
無
解
悟
無
神
氣
、自
是
矢
口
動
人
。

此
是
舉
業
最
上
一
乘
。

文
家
は
精
神
を
養
ふ
こ
と
を
要
す
。
人
の
一
身
は
只
だ
這
の
精
神
に
靠
り
て

事
を
幹
す
。
精
神
旺
ん
な
ら
ざ
れ
ば
、
昏
沉
し
て
老
に
到
る
。
只
だ
是
れ
這

個
の
人
、
須
く
精
神
を
養
起
す
べ
し
。
浩
飮
を
戒
む
、
浩
飮
は
神
を
傷
う
。

貪
色
を
戒
む
、貪
色
は
神
を
滅
す
。（
略
）
多
言
を
戒
む
、多
言
は
神
を
損
う
。

憂
い
多
き
を
戒
む
、
憂
い
多
き
は
神
を
鬱ふ
さ

ぐ
。
思
ひ
多
き
を
戒
む
、
思
ひ
多

き
は
神
を
撓た
わ

む
。（
略
）
人

し
精
神
を
調
養
し
得
て
完
固
な
ら
し
む
れ
ば
、

文
字
に
解
悟
無
く
神
氣
無
き
を
怕
れ
ず
、
自
か
ら
是
れ
口
に
矢ま
か

せ
て
人
を
動

か
す
。
此
れ
は
是
れ
舉
業
の
最
上
一
乘
な
り
。（
其
昌
『
畫
禪
室
隨
筆
』
卷

三
「
評
文
」）

要
す
る
に
文
を
作
る
た
め
に
は
、
精
神
を
養
う
こ
と
が
缺
か
せ
な
い
。

其
昌

王
士
禎
は
『
輟
畊
錄
』
を
引
用
し
た
上
で
、
黃
公

を
は
じ
め
と
す
る
山
水
畫

家
た
ち
と
そ
の
長
壽
と
の
關
係
を
指

し
、
一
般
的
に
山
水
畫
を
畫
く
こ
と
で
長

壽
を
得
る
こ
と
は
「
𤇆
雲
供
養
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
「
特
健

」
と
稱
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「
特
健

」
の
本
當
の
意
味
は
不
朙
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
本
來
の

と
い

う
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
す
ら
分
か
ら
な
い（
（（
（

。
四
庫
提
要
が
指

す
る
よ
う
に
こ
の
言

に
は
、
後
代
勝
手
に
「

」
と
し
て
の
意
味
が
付
與
さ
れ

た
が
、
そ
れ
は
王
士
禎
に
よ
る
單
な
る
無
理
な
こ
じ
つ
け
に
す
ぎ
な
い（

（（
（

。
但
し
♫

寫
と
し
て
表
さ
れ
る
「
特
健

」
と
い
う
表
記
は
確
か
に
「
特
に
健
康
に
良
い

」

と
い
う
よ
う
な
意
味
と
し
て
誤
解
を
招
き
や
す
く
、
な
お
か
つ
好
事
家
に
話
の
タ

ネ
に
さ
れ
や
す
い
一
面
も
あ
る
。
だ
が
山
水
畫
に

の
一
種
の
意
味
合
い
を
持
た

せ
る
の
は
、
文
獻
上
王
士
禎
に
よ
る
こ
の
話
が
初
見
で
あ
り
、
そ
こ
で
山
水
畫
と

養
生
や
長
壽
と
の
關
連
は
よ
り
一
層
深
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
こ
こ
で
一
つ

㊟
目
す
べ
き
點
が
あ
る
。
秦

の
場
合
は
、
單
純
に
鑑
賞
者
側
の
立
場
か
ら
、
山

水
畫
に
よ
る
癒
し
の
效
果
を
得
た
だ
け
で
あ
る
が
、
一
方
王
士
禎
が
論
じ
た
長
壽

者
で
あ
る
黃
公

（
字
子
久
、
號
大
癡
・
一
峰
衟
人
、1269
～1354

）・
曹
知
白
（
字

玄
、
號
雲
西
、1272

～1355

）･

沈
周
（
字
諬
南
、
號
石
田
、1427

～1509

）・

文

朙
（
字

仲
、
號
衡
山
、1470

～1559

）
は
、
單
に
山
水
畫
を

賞
す
る
の

み
な
ら
ず
、
自
ら
も
山
水
畫
を

く
人
物
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。

二　

其
昌
の
主
張

１　

と
養
生

秦

の
よ
う
に
山
水
畫
を

て
病
氣
を
治
し
た
と
い
う
事
例
か
ら
、
山
水
畫
作

者
自
身
が
長
生
を
得
る
と
い
う
事
例
へ
の
變
換
に
つ
い
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
の

が

其
昌
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず

其
昌
の
考
え
を
み
よ
う
。
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其
昌
は
繪
畫
制
作
を
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
一
つ
は
、
宇
宙
が
自
分
の
手
中
に
あ
る
か
の
よ
う
に
、

物
を
創
生
す
る
造

物
の
營
み
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
「
畫
之
衟
」
に
符
合
す
る

と
い
う
。
も
う
一
つ
は
既
に
生
成
さ
れ
た
自
然
の
景
色
に
拘
束
さ
れ
、
ひ
た
す
ら

も
の
を
細
密
に

寫
す
る
タ
イ
プ
で
あ
り
、
そ
ち
ら
は
、
造
物
に
惑
わ
さ
れ
る
も

の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
「
畫
之
衟
」
に
符
合
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

歬
者
は
長
生
し
、
後
者
は
壽
命
を
損
な
う
と
い
う
。

其
昌
は
、
米
友
仁
（
字
元

暉
、
小
字
虎
兒
、1086

～1165

）、
黃
公

、
沈
周
、
文

朙
ら
を
長
壽
の
文
人

畫
家
の
例
と
し
て
擧
げ
、
一
方
そ
れ
と
は
對
照
的
に
畫
工
や

人
的
な
繪
畫
ス

タ
イ
ル
で
繪
畫
制
作
を
行
う
仇

（
字
實
父
、
號
十
洲
、1493

～1560

）、
趙
孟
頫

（
字
子
昻
、
號
松
☃
衟
人
、1254

～1322

）
を
短
命
な
畫
家
の
例
と
し
た
。
要
す
る

に
文
人

式
の
山
水
畫
を
作
る
人
が
長
壽
で
あ
り
、
一
方
、
精
密
に
山
水
を

寫

す
る

人
タ
イ
プ
の
人
は
壽
命
が
短
い
と
斷
定
し
た
。
そ
こ
で
は
特
に
黃
公

の
、

「
樂
し
み
と
し
て
の
繪
畫
を
創
始
し
た
人
物
で
あ
る
か
ら
こ
そ
長
壽
を
得
た
」
と

い
う
人
物
像
が
、
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、

其
昌
は

黃
公

を
別
格
に
扱
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
朙
ら
か
に
す
る
た
め
次
に

其
昌

の
理
論
傾
向
を
考
察
し
て
み
た
い
。

３　

其
昌
の
理
論
に
見
ら
れ
る
傾
向

（
１
）
養
生
術
へ
の

憬
：

其
昌
の
論
理
で
は
、
優
れ
た
畫
家
は
造
化
と
一
體

化
し
て
お
り
、
繪
を
畫
く
と
い
う
行
爲
自
體
が
一
つ
の
造
物
行
爲
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
る
。
繪
を

く
行
爲
自
體
が
生
命
が
發
生
す
る
源
と
直

に
關
わ
る
の
で
、

自
ず
と
生
命
力
が
溢
れ
る
と
い
う
說
朙
が
見
ら
れ
た（
（（
（

。
第
二
の
理
由
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
「
𤇆
雲
供
養
」
と
の
關
連
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
凢
人
の
壽
命
を
超
え

た
仙
人
を
手
が
か
り
に
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
そ
れ
は
、
一
般
的
に
仙
人
が
穀
物

の
文

論
に
は
朙
ら
か
に
養
生
的
な
考
え
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が（
（（
（

、
で
は
繪

畫
制
作
に
お
い
て
も
文

を
書
く
場
合
と
同

の
論
理
を
見
出
せ
る
の
か
、
と
い

う
點
に
つ
い
て
、
次
に
考
察
す
る
。

２　

人
畫
家
と

業
畫
家
の
壽
命
の
差

ま
ず
、

其
昌
が
、
文
人
畫
家
と

業
畫
家
の
壽
命
に
つ
い
て
ど
う
考
え
た
か

を
以
下
の
㊮
料
か
ら
見
る
。

畫
之
衟
、
所
謂
宇
宙
在
乎
手
者
、
眼
歬
無
非
生
機
。
故
其
人
徃
徃
多
壽
。
至

如

畫
細
謹
、
爲
造
物
役
者
、
乃
能
損
壽
、

無
生
機
也
。
黃
子
久
・
沈
石

田
・
文

仲
皆
大
耋
。
仇

短
命
、
趙
吳
興
止
六
十
餘
。
仇
與
趙
雖
品
格
不

同
、
皆
習
者
之

、
非
以
畫
爲
寄
以
畫
爲
樂
者
也
。
寄
樂
於
畫
、
自
黃
公

始
開
此
門
庭
耳
。

畫
の
衟
、
所
謂
宇
宙
手
に
在
る
者
は
、
眼
歬
、
生
機
に
非
ら
ざ
る
は
無
し
。

故
に
其
の
人
、
徃
徃
に
し
て
壽
多
し
。

畫
す
る
こ
と
細
謹
た
り
て
、
造
物

の
爲
に
役
せ
ら
る
る
が
如
き
者
に
至
り
て
は
、
乃
ち
能
く
壽
を
損
ふ
。

し

生
機
無
け
れ
ば
な
り
。
黃
子
久
・
沈
石
田
・
文

仲
皆
な
大
耋
な
り
。
仇

は
短
命
に
し
て
、
趙
吳
興
は
止
だ
六
十
餘
な
り
。
仇
と
趙
と
は
品
格
同
じ
か

ら
ず
と
雖
も
、
皆
習
者
の

に
し
て
、
畫
を
以
て
寄
と
爲
し
畫
を
以
て
樂
し

み
と
爲
す
者
に
非
ざ
る
な
り
。
畫
を
寄
樂
す
る
は
、
黃
公

自
り
始
め
て
此

の
門
庭
を
開
く
の
み
。（『
畫
禪
室
隨
筆
』
卷
二｢

畫
源
」）

黃
大
癡
九
十
而
貌
如

顏
、
米
友
仁
八
十
餘
神
朙
不
衰
、
無
疾
而
逝
。

畫

中
𤇆
雲
供
養
也（
（（
（

。

黃
大
癡
は
九
十
に
し
て
貌
は

顏
の
如
く
、
米
友
仁
は
八
十
餘
に
し
て
神
朙

衰
へ
ず
、疾
無
く
し
て
逝
く
。

し
畫
中
の
𤇆
雲
供
養
な
り
。（『
畫
禪
室
隨
筆
』

卷
四
「
雜
言
」
上
）
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る
る
や
、
續
き
て
忽
ち
斷
ち
、
以
て
性
を
見
る
可
し
。
故
に
竺
典
に
曰
く
、

狂
心
未
だ
歇や

ま
ず
、歇
め
ば

ち

提
な
り
、と
。（『
畫
禪
室
隨
筆
』
卷
四
「
雜

言
」
下
）

彼
が
佛
敎
に
關
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
述

か
ら
實
は

其
昌
は
衟
敎
の
丹
衟
・
養
生
術
と
佛
敎
の
雙
方
に
關
心
を
持
っ
て
い

た

子
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
彼
自
身
が
經
驗
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は

長
生
必
可
學
、
第
不
能
遇
至
人
授
眞
訣
。

得
訣
、
未
必
能
守
之
終
身
。
予

初
信
此
衟
、
已
讀
禪
家
書
、
㊒
悟
入
、
遂
不
復
留
情
。

長
生
必
ず
學
ぶ
可
し
、
第た

だ
至
人
に
遇
ひ
て
眞
訣
を
授
か
る
こ
と
能
は
ざ
る

の
み
。
た
と

ひ
訣
を
得
る
も
、
未
だ
必
ず
し
も
之
れ
を
守
る
こ
と
終
身
た
る
能

は
ず
。
予
初
め
此
の
衟
を
信
ず
る
も
、
已
に
し
て
禪
家
の
書
を
讀
み
、
悟
入

す
る
こ
と
㊒
り
て
、遂
に
復
た
情
を
留
め
ず
。（『
畫
禪
室
隨
筆
』卷
四「
雜
言
」上
）

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と

其
昌
は
、
禪
學
に
出
會
っ
た
こ
と
で
長
生
術
に
熱
中

す
る
こ
と
は
次
第
に
な
く
な
っ
た
が
、
衟
敎
の
長
生
術
自
體
は
、
極
め
て
困
難
で

は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
そ
れ
が
實
踐
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
但
し

其
昌
は
最
終
的
に
禪
學
に
心
魅
か
れ
て
い
た
。
そ
の
背

景
を
探
っ
て
み
る
と
、
實
は
彼
自
身
に
理
由
が
あ
っ
た
。
長
生
術
に
お
い
て
「
精

氣
を
保
つ
こ
と
」
は
そ
の
基
本
的
な
修
行
に
屬
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
仙
人

と
な
る
た
め
の

術
、

ち
「
僊
人
衟
士
は
神
㊒
る
に
非
ず
、
精
を
積
み
氣
を
累

ぬ
れ
ば
、
以
て
眞
と
爲
る（
（（
（

」
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
な
方
法
は
、
ま
ず
生
理
的
な

精
力
或
い
は
生
殖
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
制
保
全
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

彼
自
身
は
そ
の
實
踐
が
困
難
な
理
由
を
「

酒
や
女
色
を
斷
ち
切
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
言
う
も
の
の
彼
の
思
想
の
中
に

佛
・
衟
と
い
う
二
つ
の

な
る
系

の
說
が
併
存
し
て
お
り
、
か
つ
長
生
術
を
實

踐
で
き
な
い
と
い
う
遺
憾
の
意
を
持
ち
な
が
ら
、
衟
敎
の
養
生
・
長
生
術
に
對
し

の
よ
う
な
人
閒
世
界
の
⻝
べ
物
を
口
に
せ
ず
、
山
・
空
に
あ
る
霧
や
雲
氣
を
服
用

す
る
、
と
い
う
考
え
方
に
關
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
そ
れ
は

『

子
』『
列
子
』『
淮
南
子
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
五
穀
を
⻝
わ

ず
風
を
吸
い
露
を
飮
み
、
雲
氣
に
乘
る（
（（
（

」「
陰
陽
の
和
を
吸
い
、
天
地
の
精
を
⻝

う（
（（
（

」
は
仙
人
に
定
着
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
か
つ
ご
く
一
般
化
し
た
典
型
で
も

あ
る
。
實
際
の
養
生
書
に
も
こ
れ
に
類
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
た

例
を
擧
げ
る
。

僊
人
衟
士
非
㊒
神
、
積
精
所
致
爲
專
年
。
人
皆
⻝
穀
與
五
味
、
獨
⻝
太
和
陰

陽
炁
、
故
能
不
死
。

僊
人
衟
士
は
神
㊒
る
に
非
ず
、
積
精
の
致
す
所
、
年
を
専
ら
に
す
と
爲
す
。

人
皆
な
穀
と
五
味
を
⻝
ら
う
も
、
獨
だ
太
和
陰
陽
の
炁
を
⻝
ら
う
、
故
に
能

く
死
せ
ず
。（『
太
上
黃
庭
外
景
玉
經
』
下
）

神
人
や
仙
人
は
人
閒
が
⻝
べ
る
よ
う
な
穀
物
を
⻝
わ
ず
、
霧
や
氣
を
吸
っ
て
生

命
を
維
持
す
る
と
言
わ
れ
る
が
、
一
方
、
畫
家
が
山
水
畫
を
制
作
す
る
際
に
は
、

山
に
伴
う
雲
氣
や
霧
が
必
然
的
に

か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
畫
家
が
山
水
を
畫
く

と
い
う
營
み
は
、
畫
中
の
山
水
に
身
を
置
き
、
畫
中
の
雲
氣
や
霧
を
自
ら
吸
う
よ

う
な
こ
と
に
も
等
し
い
、
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ
う

な
考
え
を
踏
ま
え
た
上
で
、

其
昌
の
理
論
は
、
衟
敎
に
お
け
る
養
生
術
と
ど
の

よ
う
な
關
連
性
が
あ
る
の
か
を
檢
討
し
た
い
。
ま
ず
は
彼
が
養
生
術
に
對
し
て
深

い
關
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
を
擧
げ
る
。

氣
之
守
也
、
靜
而
忽
動
、
可
以
採

。
故
衟
言
曰
、
一

火
焰
飛
、
眞
人
自

出
現
。

之
行
也
、
續
而
忽
斷
、
可
以
見
性
。
故
竺
典
曰
、
狂
心
未
歇
、
歇

提
。

氣
の
守
る
や
、
靜
か
に
し
て
忽
ち
動
き
、
以
て

を
採
る
可
し
。
故
に
衟
言

に
曰
く
、
一

に
し
て
火
焰
飛
び
、
眞
人
自
か
ら
出
現
す
、
と
。

の
行
は



繪
畫
養
生
論

一
三
九

４　

避
け
る
べ
き
書
畫
制
作
：

心
に
よ
り
氣
を
損
な
う

次
に

其
昌
に
よ
る
制
作
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
發
せ
ら
れ
た
論
點
を
考
察
す

る
。
そ
れ
は
繪
畫
養
生
論
の
根
幹
に
關
わ
る
論
點
で
も
あ
る
。

翰
墨
之
事
、
良
工

心
、
未
嘗
敢
以
耗
氣
應
也
。
其
尤
精
者
、
或
以
醉
、
或

以

、
或
以
病
、
游
戲
神
通
、
無
所
不
可
。
何
必
神
怡
氣
王
、
造
物
乃
完
哉
。

翰
墨
の
事
、
良
工
は
心
を

し
め
ど
も
、
未
だ
嘗
て
敢
へ
て
氣
を
耗つ
い
やす
を
以

て
應
ぜ
ざ
る
な
り
。
其
の
尤
も
精
な
る
者
は
、
或
い
は
以
て
醉
ひ
、
或
い
は

以
て

み
、
或
い
は
以
て
病
み
、
游
戲
神
通
し
て
可
な
ら
ざ
る
所
無
し
。
何

ぞ
必
ず
し
も
神
怡た
の

し
み
氣
王さ
か

ん
に
し
て
、
造
物
乃
ち
完ま
っ

た
か
ら
ん
や
。（『
畫

禪
室
隨
筆
』
卷
三
「
評
詩
」）

其
昌
に
よ
れ
ば
、
文

制
作
に
お
け
る
眞
の
「
良
工
」
は
、
た
と
え
作
品
に

心
血
を
㊟
い
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
氣
を
消
耗
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
な

く
、
む
し
ろ
「
遊
び
戲
む
れ
」
て
い
る
か
の
如
き
自
由
自
在
の

地
に
お
い
て
制

作
に
取
り
組
む
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に
『

子
』「
養
生
主
」「
逹
生（
（（
（

」
に

示
さ
れ
る
精
神
と
一
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
點
は
、
山
水
畫
に
お
け

る
長
生
論
や
養
生
論
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
糸
口
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で

其
昌
は
、
制
作
に
お
い
て
氣
を
消
耗
す
る
實
例
と
し
て
、

人
的
な
畫

家
で
あ
る
仇

を
擧
げ
て
い
る
。

實
父
作
畫
時
、
耳
不
聞
鼓
吹
騈
闐
之
聲
、
如
隔
壁
釵
釧
戒
。
顧
其
術
、
亦
近

矣
。
行
年
五
十
、
方
知
此
一
派
畫
殊
不
可
習
。
譬
之
禪
定
積
劫
方
成

。

非
如

・
巨
・
米
、
三
家
、
可
一
超
直
入
如
來
地
也
。

實
父
は
畫
を
作
る
の
時
、
耳
に
鼓
吹
の
騈
闐
た
る
聲
を
聞
か
ざ
る
こ
と
、
隔

壁
釵
釧
の
戒（
（（
（

の
如
し
。
其
の
術
を
顧
み
る
に
、
亦
た

し
む
に
近
し
。
行
年

五
十
に
し
て
、
方は
じ

め
て
此
の
一
派
の
畫
の
殊
に
習
う
可
か
ら
ざ
る
を
知
る
。

之
れ
を
禪
定
す
る
こ
と
積
劫
に
し
て
方
め
て

と
成
る
に
譬
ふ
。
・
巨
・

て
一
種
の

憬
の
念
を
抱
き
續
け
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
點
と
黃
公

の
關
係
に
つ
い
て
、
次
に
考
え
た
い
。

（
２
）
黃
公

に
對
す
る
尊
崇
：
元
末
四
大
家
の
一
人
で
あ
る
黃
公

は
畫
家
で

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
全
眞
派
の
衟
士
で
も
あ
っ
た（
（（
（

。
黃
公

に
は
民
閒
の
畫
家

に
よ
っ
て
假
託
さ
れ
た
奇
怪
で
神
祕
的
な
話
や
仙
人
と
な
っ
た
と
い
う
類
の
傳
說

が
多
く
存
在
し
た（
（（
（

。
そ
う
い
っ
た
傳
說
に
よ
っ
て
神
祕
的
な
ベ
ー
ル
に
覆
わ
れ
た

黃
公

は
、
現
實
か
ら
遠
く
離
れ
た
崇
高
な
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

其
昌
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
黃
公

に
魅
か
れ
て
い
た
。

古
人
自
不
可
盡
其
伎
倆
、
元
季
高
人
皆
隱
於
畫
史
。
如
黃
公

知
其
終
、

或
以
仙
去
。

古
人
自
ら
其
の
伎
倆
を
盡
く
す
可
か
ら
ず
、
元
季
の
高
人
は
皆
な
畫
史
に
隱

る
。
黃
公

の
如
き
は
其
の
終
は
り
を
知
ら
ず
、或
は
以
へ
ら
く
仙
去
す
と
。

（『
容
臺
別
集
』
卷
六
「
畫
旨
」）

其
昌
は
、
黃
公

は
最
後
に
は
仙
人
に
な
っ
た
と
信
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、

元
季
四
大
家
、
以
黃
公

爲
冠
、
而
王

・
倪
瓚
・
吳
仲
圭
與
之
對
壘
。

元
季
四
大
家
は
黃
公

を
以
て
冠
と
爲
し
、
王

・
倪
瓚
・
吳
仲
圭
は
之
れ

と
對
壘
す
。（『
畫
禪
室
隨
筆
』
卷
二
「
畫
源
」）

と
の
評
に
窺
え
る
よ
う
に
畫
家
と
し
て
の
黃
公

に
非
常
に
高
い
評
價
を
與
え
、

黃
公

を
元
代
四
大
家
の
筆
頭
と
し
て
い
た
。

其
昌
が
黃
公

を
尊
崇
し
、
格

別
に
高
く
評
價
し
た
の
は
、
單
に
黃
公

の
繪
畫
上
の
優
れ
た
功
績
の
故
の
み
で

は
な
く
、
恐
ら
く
自
ら
は
實
踐
で
き
な
か
っ
た
衟
敎
の
養
生
術
・
長
生
術
な
ど
に

對
す
る
强
い

れ
に
も
よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
成
仙
し
た
と
さ
れ
る
全
眞

派
衟
士
黃
公

に
對
す
る

れ
の
感
情
を
託
し
た
こ
と
も
そ
の
大
き
な
理
由
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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う
し
た
見
解
を
持
っ
て
い
た
。
制
作
活
動
を

え
る
原
理
に
關
し
て
は
既
に
觸
れ

た
が
、
表
現
手
法
に
つ
い
て
彼
の
見
解
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
畫
に
は
「
士
氣
」

が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
士
氣
」
は
文
人
畫
と

業
畫
家
の
作
品
と
を
辨
別
す

る
關
鍵
で
あ
る
が
、
そ
の
士
氣
の
基
礎
は
實
は
書
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が

ち
士
人

畫
（
文
人
畫
）
の
基
礎
で
も
あ
る
の
だ
、
と

其
昌
は
考
え
て
い
た
。『
畫
禪
室
隨

筆
』
に
は

士
人
作
畫
、
當
以

隸
奇
字
爲
之
。
樹
如
屈
鐵
、
山
似
畫
沙
、
絕
去
甜
俗
蹊

徑
、
乃
爲
士
氣
。

士
人
畫
を
作
る
に
は
、
當
に

隸
奇
字
を
以
て
之
を
爲
す
べ
し
。
樹
は
鐵
を

屈
す
る
が
如
く
、
山
は
沙
に
畫
く
に
似
、
甜
俗
の
蹊
徑
を
絕
去
し
て
、
乃
ち

士
氣
爲
り
。（『
畫
禪
室
隨
筆
』
卷
二
「
畫
訣
」）

と
あ
り
、
ま
た

書
之

鋒
在
于
執
筆
沈
着
痛
快
。
人
能
知
善
書
執
筆
之
法
、
則
能
知
名
畫
無

筆
迹
之
說
。
故
古
人
如
大
令
、
今
人
如
米
元
・
趙
子
昂
、
善
書
必
能
善
畫
、

善
畫
必
能
善
書
、
其
實
一
事
耳
。

書
の

鋒
は
、
執
筆
す
る
こ
と
沈
着
痛
快
た
る
に
在
り
。
人
能
く
善
書
執
筆

の
法
を
知
れ
ば
、
則
ち
能
く
名
畫
に
筆
迹
無
し
の
說
を
知
る
。
故
に
古
人
は

大
令
（
王
獻
之344

～386

）
の
如
く
、
今
人
は
米
元
・
趙
子
昂
の
如
き
は
、

書
を
善
く
す
れ
ば
必
ず
能
く
畫
を
善
く
し
、
畫
を
善
く
す
れ
ば
必
ず
能
く
書

を
善
く
す
。
其
の
實
は
一
事
な
る
の
み
。（『
畫
禪
室
隨
筆
』
卷
二
「
畫
源
」）

と
あ
る
。
以
上
の
二
つ
の
文

に
よ
れ
ば
、
文
人
畫
の
表
現
手
法
に
お
い
て
、

・
隸
・
奇
字
を
書
く
よ
う
に
繪
を

く
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
そ
う
し
た

き

方
に
よ
っ
て
俗
っ
ぽ
さ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
手
法
に
よ
っ
て
畫
面
に

現
れ
る
視
覺
的
雰
圍
氣
が

ち
「
士
氣
」
で
あ
る
。
ま
た
書
と
畫
で
は
「

鋒

す
る
」
こ
と
（
穗
先
に
よ
る
筆
迹
を
隱
す
）
が
い
ず
れ
の
場
合
に
も
そ
の
要

の
一

米
の
三
家
、
如
來
地
に
一
超
直
入
す
可
き
が
如
き
に
は
非
ざ
る
な
り
。（『
畫

禪
室
隨
筆
』
卷
二
「
畫
源
」）

仇

の
繪
畫
制
作
は

行
に
近
い
も
の
で
あ
っ
て
、
制
作
中
、
彼
の
耳
は
出
家

者
が
嚴
し
く
戒
律
を
守
る
よ
う
に
、
鳴
り
响
く
太
鼓
や
吹
奏
樂
の
♫
（「
鼓
吹
騈
闐

之
聲
」）
も
耳
に
入
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

其
昌
自
身
は
、
年
齡
を
積
み
重

ね
た
結
果
、
仇

の
よ
う
な

派
は
習
う
べ
き
で
は
な
い
と
の
結
論
に
到
逹
し
た
。

そ
の
理
由
は
仇

一
派
の
制
作
態
度
が
辛

に
滿
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

さ
ら
に

其
昌
は
禪
に
お
け
る
頓
悟
と
漸
修
を
持
ち
出
し
、
仇

を
漸
修
に
、

源
（
生
卒
年
不
詳
）・
巨
然
（
生
卒
年
不
詳
）･

米

（1051

～1107

）
の
三
者
を

頓
悟
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る（
（（
（

。

上
述
し
た

其
昌
の
い
う
「
翰
墨
之
事
、
良
工

心
、
未
嘗
敢
以
耗
氣
應
也
」

「
實
父
作
畫
時
、
耳
不
聞
鼓
吹
騈
闐
之
聲
（
略
）
顧
其
術
、
亦
近

矣
」
と
い
う

二
つ
の

點
か
ら
、
仇

が
「
短
命
」
に
終
わ
っ
た
の
は
、
精
密
な

寫
（「

畫
細
謹
」）
に
よ
っ
て
精
神
的
に
疲
勞
す
る
と
と
も
に
生
理
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

消
耗
し
、
そ
の
た
め
壽
命
を
縮
め
る
に
至
っ
た
の
だ
、
と

其
昌
が
考
え
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

５　

書
畫
を
總
合
す
る
論
理

其
昌
に
お
け
る
「
文
人
畫
家
」
と
「

業
畫
家
」
の
區
別
に
つ
い
て
は
、
實

は
も
う
ひ
と
つ
別
の
基
準
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

其
昌
が
論
じ
た
「
文
人

畫
」
理
論
の
基
礎
は
繪
畫
の
み
な
ら
ず
書
に
も
關
わ
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
彼

の
主
張
の
論
理
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
書
と
畫
を
包
括
し
た
上
で
總
合

的
に
檢
證
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
例
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

書
も
「
療
病
」
や
「
長
壽
」
と
關
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も

理
論
上
、
書
と
畫
と
は
完
全
に
は
分
離
し
難
い
も
の
で
あ
り
、

其
昌
自
身
も
そ



繪
畫
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一
四
一

る
こ
と
は
避
け
、
自
身
が
偏
愛
す
る
黃
公

を
殊
更
に
取
り
上
げ
、
自
說
に
固
執

し
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
の
「
理
論
」
に
事
實
と
整
合
し
な
い
面
の

あ
る
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

（
２
）
仇

と
同
列
に
論
じ
ら
れ
た
趙
孟
頫
は
、「
習
者
の

」
と
さ
れ
、
短
命

で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
趙
孟
頫
に
對
し
て
肯
定
的
評
價
は
與
え
ら
れ
て

い
な
い
。
つ
ま
り
「
習
者
の

」
と
い
う
言

に
は
、
被
寫
體
に
と
ら
わ
れ
た

寫
的
な
畫
風
や
細

を
整
え
過
ぎ
る
作
風
、
或
い
は
あ
る
特
定
の
制
作
ル
ー
ル
に

縛
ら
れ
た
作
風
、
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
文
人
畫
の
理
論
上
、
そ
れ
ら

は
決
し
て
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

一
方
で
、

其
昌
が
論
じ
た
文
人
畫
制
作
の
土
臺
は
書
に
あ
り
、
そ
し
て
書
畫

の
制
作
に
お
け
る
共
通
の
要

は
「

鋒
」
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
「

鋒
」
に
關
し
て
趙
孟
頫
は
、
優
れ
た

範
と
し
て

其
昌
に
よ
っ
て
高
く
評
價
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
優
れ
た
繪
畫
作
品
に
は
露
鋒
に
よ

る
跡
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
書
と
同

、
鋒
を

し
な
が
ら

く
か
ら
で
あ
る
。

趙
孟
頫
は
「

鋒
」
に
よ
っ
て
字
を
書
い
た
。
そ
し
て
書
に
長
け
た
趙
孟
頫
は
畫

も
能
く
し
た
の
で
あ
る
、
と

其
昌
は
論
じ
て
い
る（
（（
（

。
勿
論
「
畫
に
長
け
る
こ

と
」
と
「
習
者
の

」
と
い
う
二
つ
の
槪
念
に
は
、
必
ず
し
も
矛
盾
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
「

鋒
」
は
所
謂
文
人
畫
制
作
の
基
本
手
法
で
あ
り
、「
習
者
の

」

に
は
「

人
的
な
畫
法
」
と
い
う
貶
稱
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

「

鋒
」
と
「
習
者
の

」
兩
者
の
閒
に
少
な
か
ら
ず
矛
盾
が
あ
る
こ
と
は
否
め

な
い
だ
ろ
う
。
單
純
化
し
て
言
え
ば
、
歬
者
の
手
法
は
筆
鋒
を

す
、
後
者
の
手

法
は
必
ず
し
も
筆
鋒
を

さ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

其
昌
の
理
論
を
旉

衍
す
れ
ば
、
趙
孟
頫
は
「

鋒
」
の
故
に
長
壽
を
得
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
「
習
者
之

」
の
故
に
短
命
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ

た
。
こ
こ
に
も

其
昌
の
理
論
の
破
綻
を
認
め
得
る
の
で
あ
る（
（（
（

。　

つ
と
な
っ
て
お
り
、
書
に
長
け
る
人
は
必
ず
畫
に
も
長
け
、
逆
の
場
合
も
同

で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、

其
昌
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
今
一
つ
の
論

點
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
優
れ
た
書
家
が
長
壽
を
得
る
、
と
い
っ
た
論
點
は
直

に
持
ち
出
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
彼
が
示
し
た
書
と
畫
に
お
け
る
手
法
の
一
致
、

そ
し
て
文
人
畫
家
は
自
ず
と
書
に
も
長
じ
る
と
い
う
論
點
か
ら
總
合
的
に

斷
す

れ
ば
、
優
れ
た
書
家
と
文
人
畫
家
の
い
ず
れ
も
が
長
壽
を
得
る
、
と
い
う
結
論
を

導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。　
　

三　

其
昌
に
お
け
る
理
論
の
破
綻

上
述
し
た
短
命
の
理
由
と
し
て
の
「

畫
細
謹
」「
習
者
之

」
云
々
の
議
論

は
、
そ
の
所
論
を
單
獨
に
拔
き
出
し
て
讀
む
限
り
、
格
別
の
違
和
感
も
な
く
受
け

入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

其
昌
の
所
論
全
體
を
見
渡
し

た
場
合
、
幾
つ
か
の
問
題
點
に
氣
づ
く
こ
と
と
な
る
。
次
に
擧
げ
る
事
例
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

（
１
）
彼
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
繪
畫
制
作
上
「

畫
」
に
陷
る
人
々
は
仇

の

よ
う
に
短
命
に
終
わ
り
、
逆
に
「

畫
」
と
は
無
緣
な
文
人
畫
家
た
ち
は
總
じ
て

長
壽
を
得
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
王
維
を
貶
し
め
た（
（（
（

米
友
仁
の
父
米

（1051

～1107

）
は
、「

畫
」
せ
ず
、
ま
た
よ
く
雲
山
を

き
、
所
謂
「
𤇆
雲
供
養
」

に
は
こ
と
缺
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
王
維
の
壽
命
（
六
十
餘

歲
（
（（
（

）
よ
り
も
短
く
、
五
十
七
歲
で
亡
く
な
っ
た
。
ま
た
仇

と
竝
ん
で
短
命
の
例

に
擧
げ
ら
れ
た
趙
孟
頫
（1254

～1322

、
六
十
九
歲
）
も
、
米

よ
り
は
長
壽
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に

其
昌
の
所
謂
文
人
畫
の
系
譜（
（（
（

に
連
な
る
畫
家
た
ち
に
つ
い
て

檢
證
し
て
み
る
と
、
生
沒
年
不
朙
の
人
物
を
除
き
、
壽
命
七
十
歲
以
上
が
約
半
數

を
占
め
る
も
の
の
、
長
壽
と
は
見
な
し
難
い
人
々
も
少
な
く
な
い（
（（
（

。

其
昌
は
こ
う
し
た
事
情
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
點
に
論
及
す
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て
は
い
た
が
自
說
に
都
合
が
よ
い
よ
う
に
年
齡
を
意
圖
的
に
誇
張
し
た
か
の
い
ず

れ
か
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
確
認
し
た
上
で
、
以
下

其
昌
の
理
論
が
後
世
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し

て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

四　

其
昌
の
時
代
と
そ
れ
以
降
の
展
開

１　

其
昌
の
場
合

其
昌
は
書
家
で
あ
り
、
山
水
畫
家
で
も
あ
り
、
し
か
も
彼
自
身
長
壽
で
あ
っ

た
こ
と
、
彼
の
書
畫
理
論
が
多
大
な
影
响
力
を
㊒
し
た
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ら
を
總

合
的
に

斷
す
れ
ば
、
山
水
畫
が
長
壽
を
も
た
ら
す
と
い
う
論
調
は

其
昌
以
降
、

次
第
に
廣
ま
り
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

其
昌
は

八
十
二
歲
の
頃
、
自
身
の
健
康
狀
態
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

米
敷
文
八
十
、
神
朙
不
衰
。
黃
子
久
九
十
、
貌
如

子
。
近
余
吿
老
歸
、
精

力
尙
健
。
史
稱
畫
家
以
𤇆
雲
供
養
、
信
不
誣
也
。
玄
宰

、
時
年
八
十
二
歲
。

米
敷
文
は
八
十
に
し
て
神
朙
衰
え
ず
。
黃
子
久
は
九
十
に
し
て
貌
は

子
の

如
し
。
近
ご
ろ
余
、
老
を
吿
げ
て
歸
す
も
、
精
力
尙
ほ
健す
こ

や
か
な
り
。
史
、

畫
家
を
稱
す
る
に
𤇆
雲
供
養
を
以
て
す
る
は
、
信
に
誣い
つ
わら
ざ
る
な
り
。
玄
宰

す
、
時
に
年
八
十
二
歲
。（『
虛
齋
名
畫
錄
』
卷
八｢

朙

文
敏
山
水
軸
（
（（
（

｣

）

彼
は
、
老
年
で
官

を
退
い
た
後
、
八
十
二
歲
と
な
っ
て
も
未
だ
精
力
が
健
や

か
な
狀
態
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、「
畫
家
の
𤇆
雲
供
養
」
と
長
壽
の
關
係

を
身
を
以
て
證
朙
し
て
み
せ
た
。
八
十
二
歲
は
ち
ょ
う
ど
彼
が
亡
く
な
っ
た
年
で

も
あ
り
、
そ
の
健
康
狀
態
に
關
す
る
記
述
の
信
憑
性
は
未
詳
で
あ
る
が
、
八
十
二

歲
と
い
う
か
な
り
の
長
壽
を
全
う
し
た
こ
と
は
事
實
で
あ
ろ
う
か
ら
、
少
な
く
と

も
そ
の
點
に
お
い
て
、
畫
家
の
𤇆
雲
供
養
と
長
壽
に
關
す
る
彼
の
所
說
は
當
時
に

あ
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
說
得
力
を
持
ち
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）

其
昌
に
短
命
だ
と
言
わ
れ
た
仇

（1494

～1552

）
は
、
享
年

五
十
九
歲
で
あ
っ
た
。
し
か
し
仇

の
系

に
直

連
な
り
、
仇

の
師
（
周

臣
）
の
師
に
當
た
る
陳
暹
（1405

～1496

（
（（
（

）
は
享
年
九
十
二
歲
で
あ
っ
た
。

其
昌
は
そ
の
事
實
を
無
視
し
て
お
り
、
米
友
仁
が
八
十
歲
餘
り
に
な
っ
て
も
心
身

狀
態
は
衰
え
ず
、
亡
く
な
る
ま
で
全
く
無
病
で
あ
っ
た
こ
と
の
み
を
强
調
し
て
い

る
。
だ
が
、
實
質
上
同
じ
文
人
系

の
書
畫
傳
承
を
授
か
っ
た
米
友
仁
の
父
米

は
實
際
に
は
短
命
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
系

の
繪
畫
傳
承
の
系
譜
中
に
お
い
て
、

短
命
の
人
も
い
れ
ば
、
長
壽
の
人
も
い
た
の
で
あ
る
。

其
昌
は
自
說
を
展
開
す

る
に
際
し
て
、
と
り
わ
け
長
壽
で
あ
っ
た
黃
公

（
享
年
八
十
六
歲
）、
沈
周
（
享

年
八
十
三
歲
）、
文

朙
（
享
年
九
十
歲
）
等
し
か
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
自
說
に

都
合
の
惡
い
事
例
は
意
圖
的
に
無
視
し
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
も
長
壽
に

な
る
最
大
の
理
由
と
は
、繪
畫
を
樂
し
み
と
し
て
扱
う
こ
と
（
寄
樂
於
畫
）
で
あ
る
。

ま
た
黃
公

を
そ
の
氣
風
を
開
く
人
と
し
た
論
調
も
事
實
に

し
た
も
の
と
は
考

え
ら
れ
ず（
（（
（

、
付
會
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
强
引
と
も
言
え
る
論
調
を
も
た

ら
し
た
最
大
の
理
由
と
背
景
は
、
黃
公

の
長
壽
に
對
す
る

其
昌
の
强
い

憬
、

そ
し
て
自
ら
は
果
た
し
得
な
か
っ
た
長
生
術
に
對
す
る
强
い

憬
の
念
で
あ
ろ
う
。

（
４
）

其
昌
は
、
繪
畫
制
作
を
樂
し
む
氣
風
を
創
始
し
た
黃
公

は
仙
人
と

な
り
、
ま
た
同

に
繪
畫
制
作
を
樂
し
み
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
長
壽
が

得
ら
れ
る
、
と
の
論
を
立
て
た
が
、
實
は
黃
公

の
晚
年
の
狀
況
を
こ
と
さ
ら
に

曖
昧
に
し
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。
黃
公

の
生
沒
年
に
つ
い
て
、『（
正
德
）
松
江

府
志
』
卷
三
十
一
・『（
正
德
）
姑

志
』
卷
五
十
六
や
『
吳
中
人
物
志
』
卷
九
な

ど（
（（
（

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
彼
は
一
三
五
四
年
に
八
十
六
歲
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
先

に
紹
介
し
た
通
り
、

其
昌
は
「
黃
公

は
九
十
歲
に
な
っ
て
も
容
貌
は
子
供
の

よ
う
で
あ
り
、
仙
人
と
な
っ
て
姿
が
消
え
去
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

其
昌
が
黃
公

の
正
確
な
沒
年
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
も
し
く
は
知
っ



繪
畫
養
生
論

一
四
三

太
常
公
風

弘
長
、
巋
然
爲
江
左
文
獻
。
尤
擅
六
法
、
寸
縑
尺
素

傳
海
外
。

世
之
論
者
、
以
比
黃
公

。
而
年
壽
亦
如
之
。
此
非
𤇆
雲
供
養
不
能
。

太
常
公
は
風

弘
長
た
り
、
巋
然
と
し
て
江
左
の
文
獻
と
爲
る
。
尤
も
六
法

を
擅
も
っ
ぽ
らに
し
、
寸
縑
尺
素
も
海
外
に

傳
す
。
世
の
論
ず
る
者
、
以
て
黃
公

に
比な
ぞ
らふ
。
而
も
年
壽
も
亦
た
之
く
の
如
し
。
此
れ
𤇆
雲
供
養
に
非
ざ
れ
ば
能

は
ず
。（
王
士
禎
『
蠶
尾
文
集
』
卷
一
「

廛
集
序
」）

こ
こ
で
王
時
敏
の
長
生
は
、

其
昌
と
同

に
繪
畫
制
作
に
お
け
る
𤇆
雲
供
養

の
故
で
あ
る
と
斷
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
一
つ
㊟
目
す
べ
き
は
、
上
記
に

よ
れ
ば
、
世
の
論
者
は
王
時
敏
を
黃
公

に
な
ぞ
ら
え
て
い
た
。
こ
れ
は
當
時
一

般
的
に
黃
公

が
、
山
水
畫
を

き
雲
𤇆
供
養
に
よ
っ
て
長
壽
を
得
た
典
型
的
人

物
と
し
て
認

さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
實
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま

た

其
昌
の
繪
畫
長
生
論
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

３　

淸
代
に
お
け
る
事
例

淸
代
に
至
る
と
、
そ
の
影
响
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
ず
王
昱
（
字
日

初
、
號
東

老
人
、1714

～1748

）
の
所
說
を
み
る
。

學
畫
所
以
養
性
情
、
且
可
滌
煩
襟
、
破

悶
、
釋
躁
心
、
迎
靜
香
。
昔
日
人

謂
山
水
家
多
壽
。
𤇆
雲
供
養
、眼
歬
無
非
生
機
。古
來
名
家
享
大
耋
者
居
多
。

畫
を
學
ぶ
は
性
情
を
養
ふ
所
以
に
し
て
、
且
つ
煩
襟
を
滌
ひ
、
悶
を
破
り
、

躁
心
を
釋
き
、靜
香
を
迎
ふ
可
し
。
昔
日
の
人　

山
水
家
は
壽
多
し
と
謂
ふ
。

し
𤇆
雲
供
養
し
、
眼
歬
は
生
機
に
非
ざ
る
無
し
。
古
來
名
家
は
、
大
耋
を

享
く
る
者
多
き
に
居
る
。（『
畫
學
心
印
』
卷
七
「
東

論
畫
」）。

こ
こ
で
は
山
水
畫
が
精
神
衞
生
上
に
大
き
な
利
點
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ

と
が
、
よ
り
具
體
的
か
つ
積
極
的
に
强
調
さ
れ
て
い
る
。「
山
水
畫
と
健
康
の
關

係
」
は
一
層
自
朙
の
こ
と
と
な
り
、
山
水
畫
の

賞
と
制
作
、
そ
の
い
ず
れ
も
が

其
昌
の
影
响
に
よ
っ
て
定
着
し
た
と
思
わ
れ
る
見
解
に
つ
い
て
そ
の
例
を
擧
げ
て

み
よ
う
。

崇
禎
閒
、
晉
禮

尙
書
。
年
近
大
耋
、
猶
手
不
釋
卷
、
燈
下
讀
蠅
頭
書
、
寫

蠅
頭
字
。

化
工
在
手
、
烟
雲
供
養
、
故
神
朙
不
衰
乃
爾
。

崇
禎
の
閒
、
禮

尙
書
に
晉
む
。
年
は
大
耋
に
近
き
も
、
猶
ほ
手
は
卷
を
釋

か
ず
、
燈
下
に
蠅
頭
の
書
を
讀
み
、
蠅
頭
の
字
を
寫
す
。

し
化
工
は
手
に

在
り
て
、烟
雲
供
養
す
、故
に
神
朙
衰
へ
ざ
る
こ
と
乃
ち
爾
り
。（
姜
紹
書
『
無

聲
詩
史
』
卷
四
「

其
昌
」）

こ
れ
は
崇
禎
四
年
（1631
）、

其
昌
七
十
六
歲
歬
後
の
話
で
あ
る（

（（
（

。
彼
は
年

老
い
て
も
精
力
が
衰
え
ず
、
小
さ
い
文
字
を
讀
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
そ
の
理
由
は
山
水
畫
制
作
に
お
い
て
𤇆
雲
供
養
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ

っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
獨
り
姜
紹
書
の

其
昌
評
で
あ
る
に
と
ど
ま

ら
ず
、
恐
ら
く
朙
末
か
ら
淸
代
に
お
け
る

其
昌
に
對
す
る
人
々
の
一
般
的
な
印

象
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

２　

山
水
畫
家
の
實
情

其
昌
の
說
に
よ
る
影
响
は
多
大
で
あ
っ
た
。
し
か
も
朙
、
淸
に
わ
た
る
所
謂

文
人
系
の
山
水
畫
家
を
振
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
長
生
す
る
人
は
少
な
く
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

其
昌
の
繪
畫
理
論
を
受
け
影

响
を
發
揮
し
續
け
た
「
四
王
」
と
呼
ば
れ
る
王
時
敏
（1592

～1680

）･
王
鑑

（1598

～1677

）･

王
翬
（1632

～1717

）･

王
原
祁
（1642

～1715

）
は
全
員

が
七
十
歲
以
上
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
八
十
歲
以
上
は
三
人
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ

た
客

的
な
事
實
も
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

其
昌
の
主
張
の
信
憑
性
が
よ
り
高
く

な
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
王
時
敏
を
取
り
上
げ
た
例
を
見
て

お
こ
う
。
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よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
健
康
に
㊮
す
る
も
の
か
ら
長
壽
に
㊮
す
る
も
の

へ
と
變
化
し
た
。
さ
ら
に
は
や
が
て
、
山
水
畫
が
話
題
の
中
心
と
な
り
、
山
水
畫

家
は
長
壽
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
說
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
山
水
畫
理
論
に

お
け
る
利
點
と
し
て
、
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
養

生
や
長
壽
に
關
す
る
效
用
の
對
象
が
鑑
賞
者
側
か
ら
制
作
者
側
に
擴
大
し
た
こ
と

は
や
は
り
、

術
理
論
史
上
の
大
き
な
轉
換
點
と
し
て
㊟
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
ま
た
そ
れ
は
、
所
謂
文
人

式
の
山
水
畫
制
作
を
奬

す
る
要
因
の
一
つ

で
も
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
今
一
つ
㊟
目
す
べ
き
點
は
、
繪
畫
南
北
宗
論
と
養
生
論
の
結
び
つ
き
で

あ
る
。

其
昌
は
、
山
水
畫
を

く
こ
と
に
よ
っ
て
長
生
で
き
る
こ
と
を
主
張
し

な
が
ら
、
そ
の
議
論
を
文
人
畫
で
あ
る
南
宗
と
意
圖
的
に
結
合
さ
せ
た
。
文
人
畫

は
繪
畫
を
餘

と
し
て
扱
う
も
の
で
あ
り
、
精
神
を
陶
冶
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ

た
。
一
方
「
習
者
の

」
で
あ
る

業
的
な
畫
家
の
仇

を
反
對
の
例
と
し
て
擧

げ
、

行
の
如
き
制
作
過
程
は
身
體
的
精
神
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
損
な
う
も
の
で

あ
る
こ
と
が
强
調
さ
れ
た
。
南
宗
の
制
作
手
法
や
立
場
か
ら
は
、
樂
し
む
た
め
に

繪
を

き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
精
神
が
快
暢
と
な
り
、
健
康
や
長
壽
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
一
方
で
北
宗
に
對
し
て
は
、「
短
命
」
と
い
う
レ
ッ

テ
ル
を
貼
る
こ
と
で
こ
れ
を
貶
し
め
る
口
實
と
し
た
。
こ
の
點
は

其
昌
の
南
北

宗
論
に
お
け
る
、
南
宗
優
位
を
示
す
一
つ
の
㊒
力
な
根
據
と
し
て
働
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

其
昌
が
繪
畫
に
お
け
る
養
生
論
を
持
ち
出
し
た
背
景
は
、
お
そ
ら
く
養
生
術
、

長
生
術
に
關
心
を
持
ち
つ
つ
、
自
分
が
實
踐
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た

挫
折
感
や
遺
憾
の
念
か
ら
、
長
生
術
と
關
係
す
る
全
眞
派
衟
士
で
あ
り
、
長
壽
で

も
あ
り
、
繪
畫
に
も
長
け
た
黃
公

へ
の

れ
を
抱
い
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
成

立
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て

其
昌
の
南
北
論
で
は
所
謂
「
樂
し
み

病
氣
の
治
癒
や
心
身
の
健
康
に
㊮
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
續
け
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
𤇆
雲
供
養
」
に
よ
る
長
壽
の
說
が
、
こ
こ
で
も
繰
り
﨤
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に

琳
（1791

～1850

）
の
發
言
を
見
て
み
よ
う
。

余
少
時
多
病
、
臥
而
不
起
者
數
年
、
讀
書
不
能
卒
業
、

材
也
。
病
中
無
以

自
遣
、
每
懸
古
人
山
水
圖
畫
、
臥
遊
之
。
久
而
酷
嗜
之
、
既
而
病
少
差
、
㊒

志
學
畫
。

余
れ
少
時
病
多
く
、
臥
し
て
起
き
ざ
る
者
數
年
、
讀
書
す
る
も
業
を
卒
ふ
る

こ
と
能
は
ず
、

材
た
り
。
病
中
以
て
自
遣
す
る
無
く
、
每
に
古
人
山
水
の

圖
畫
を
懸
け
、
臥
し
て
之
に
遊
ぶ
。
久
し
く
し
て
酷す
こ
ぶる
之
を
嗜
み
、
既
に
し

て
病
少
し
く
差
え
、
畫
を
學
ぶ
に
志
す
㊒
り
。（『
南
宗
抉
祕
』「
自
序
」）

琳
自
身
は

い
頃
病
氣
が
ち
で
起
き
る
こ
と
が
で
き
ず
、
臥
し
て
古
人
の
山

水
畫
を

て
は
山
水
の
世
界
に
遊
ん
で
い
た
。
や
が
て
そ
れ
に
よ
っ
て
病
氣
が
治

癒
し
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
繪
畫
を
學
ぼ
う
と
志
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
れ

は
單
に

琳
自
身
が
山
水
畫
を
學
ぶ
に
至
っ
た
經
緯
を
述
べ
た
話
の
よ
う
に
も

見
え
る
が
、『
南
宗
抉
祕
』
の
書
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

琳
自
身
が
「
南

宗
」
の
系
譜
を
意

し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
自
身
の
實
例
を
通

し
て
繪
畫
に
お
け
る
養
生
的
な
效
果
を
證
朙
し
よ
う
と
す
る
意
圖
を
持
っ
た
も
の

で
あ
る
と
も
解
釋
で
き
よ
う
。

其
昌
の
繪
畫
養
生
論
や
繪
畫
長
生
論
が
單
な
る

付
會
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
實
際
の
效
果
が
あ
っ
た
の
か
は
も
と
よ
り
不
朙
で
あ
る

が
、
と
も
か
く
そ
れ
ら
に
關
す
る
「
實
體
驗
」
が
相
次
い
で
語
ら
れ
、
畫
論
の
中

で
繰
り
﨤
し
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
事
實
な
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

本
來
書
畫
に
よ
る
養
生
は
鑑
賞
者
側
か
ら
論
じ
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、

後
に
は
そ
れ
が
制
作
者
側
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
る
も
の
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る



繪
畫
養
生
論

一
四
五

と
し
て
の
繪
畫
を
創
始
し
た
人
物
」
で
あ
る
黃
公

を
拔
き
に
し
て
は
「
養
生
」

を
語
る
こ
と
が
で
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て

其
昌
以
降
、
山
水
畫
制
作
と
長
壽
に
緊
密
な
關
係
性
が
あ
る
と
い
う

考
え
方
は
ほ
ぼ
定
說
と
な
り
、
文
人
に
と
っ
て
養
生
法
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
く
の
で
あ
る
。

註
（
１
）　

大
平
桂
一
「
日
日
と
四
季
の
健
康
法
」

井
健
編
『
中

文
人
の
生
活
』
所

（
東
京
：
平
凢
社
、
一
九
九
四
）159

～160

頁
參
照
。

（
２
）　

註（
１
）歬
揭
大
平
論
文
、160
～163

頁
參
照
。

（
３
）　

註（
１
）歬
揭
大
平
論
文
、166

～177､
179､

188

頁
參
照
。

（
４
）　

註（
１
）歬
揭
大
平
論
文
、180

～185
頁
參
照
。

（
４
）　

坂
出
祥
伸
「
老
い
に
つ
い
て―

二
つ
の
養
老
の
書
」（
註（
１
）歬
揭
『
中

文
人

の
生
活
』
所

）212

頁
參
照
。

（
６
）　

作
衟
優
游
深
獨
居
、
扶
養
性
命
守
虛
無
、
恬
淡
無
爲
向
思
慮
、
羽

已
成
正
扶

、

長
生
久
視
乃
飛
去
（『
太
上
黃
庭
外
景
玉
經
』
中
）。

（
７
）　

註（
５
）歬
揭
坂
出
論
文
、212

頁
。

（
８
）　

三
浦
國
雄
「
文
人
と
養
生―

陸
游
の
場
合
」
坂
出
祥
伸
編
『
中
國
古
代
養
生
思
想

の
總
合
硏
究
』（
東
京
平
河
出
版
社
、
一
九
八
八
）382

～383

頁
參
照
。

（
９
）　

書
家
或
い
は
書
を
制
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
生
で
き
る
と
い
う
考
え
も
あ
っ

た
。
詳
細
は
、
金
學
智
「
壽
從
毫
端
來―

書
法
養
生
功
能

介
」（『
文

硏
究
』
一

九
九
六
、
第
四
朞
所

）
を
參
照
。

（
10
）　

高
符
仲
に
つ
い
て
は
不
朙
で
あ
る
。

（
11
）　

王
維
が

い
た
「
輞
川
圖
」
は
、
本
來
は
淸
源
寺
の
壁
に

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

後
世
に
傳
え
ら
れ
た
も
の
は
、
も
と
の
「
輞
川
圖
」
で
は
な
い
。
曾
布
川

『
中
國

美
術
の
圖
像
と

式
（
硏
究
篇
）』（
東
京
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
六
）

443

頁
參
照
。

（
12
）　

そ
の
出
典
で
あ
る
『
墨

』
卷
二
に
引
用
さ
れ
る
「
徐
氏
書
記
」
の
「
特
健

」

に
關
す
る
記
述
を
み
て
み
る
と
、
こ
れ
は
唐
・
安
樂
公
主
の
夫
の
駙
馬
都
尉
武
延

秀
が
宮
殿
に
あ
る
寶
物
を
盜
み
出
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。「
貴
戚

盛
宮
禁
不
嚴
、

府
之
珍
多
歸
私
室
、
先
盡
金
璧
次
及
書
法
、
嬪
主
之
家
因
此
擅
出
、
或
㊒
報
安
樂

公
主
者
、
於
內
出
二
十
餘
函
、
駙
馬
武
延
秀
久
踐
虜
庭
、
無
功
於
此
。
徒
聞
二
王
之

迹
、
强
效
寶
重
。
時
乃

稷
・
鄭

、
及
平
一
、
評
其
善
惡
。
諸
人
隨
事
答
稱
。
上

者
、
登
時
去
牙
軸
紫
標
、
易
以
漆
軸
黃
蔴
紙
標
、
題
云
特
健

、
云
是
虜
語
、
其
書

合
作
者
、
時
㊒
太
宗

筆
於
後
題
之
、
嘆
其
雄
逸
、
太
平
公
主
聞
之
而
遽
於
內
、
取

數
函
及
樂
毅
等
小
函
歸
。」（『
墨

』
卷
二
「
徐
氏
書
記
」）

（
13
）　
「
輟
畊
錄
言
或
題
畫
曰
特
健

、
不
喩
其
義
（
略
）
爲
上
者
題
云
特
健

、
云
是

突
厥
語
。（
略
）
士
禎
乃
以
字
義
穿
鑿
、
殊
爲
失
考
。」（『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
百
二

十
二
、
子

、
香
祖
筆
記
十
二
卷
の
條
。）

（
14
）　

王
士
禎
の
發
言
は
、
恐
ら
く

其
昌
の
影
响
を
受
け
繼
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
15
）　
「
昔
日
王

述
制
養
氣
之
篇
、
驗
己
而
作
、
豈
虛
造
哉
。
夫
耳
目
鼻
口
、
生
之

役
也
。
心
慮
言
辭
、
神
之
用
也
。
率
志
委
和
、
則
理
融
而
情
暢
。
鑽

過
分
、
則
神

疲
而
氣
衰
。
此
性
情
之
數
也
。（
略
）
是
以
吐
納
文

、
務
在
宣
、
淸
和
其
心
、
調

暢
其
氣
、
煩
而

舍
（
略
）
雖
非
胎
息
之

術
、
斯
亦
衞
氣
之
一
方
也
。」（『
文
心

雕
龍
』「
養
氣
」
第
四
十
二
）

（
16
）　

こ
れ
は
、
文
を
作
る
人
の
角
度
か
ら
論
じ
た
も
の
だ
が
、
逆
に
文
學
作
品
を
味
わ

う
こ
と
で
病
が
治
癒
す
る
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
『
倘
湖
樵
書
』
卷
七
「
文

療
疾　

附
畫
筆
療
疾
」
に
「（
略
）
全
唐
詩
話
云
、
㊒
病
瘧
者
。
杜
子
美
語
、
詩

可
以
療
之
。
病
者
問
云
、
何
曰
、
夜
闌
更
秉
燭
相
、
對
如

寐
。
其
人
誦
之
瘧
猶
是

也
。
子
美
曰
、
更
誦
吾
詩
云
、
子

髑
髏
血

糊
、
手
提
擲
還
崔
大
夫
。
其
人
誦
之

果
愈
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
學
作
品
を
通
し
て
病
が
癒
さ
れ
た
と
い
う
事
例
も
見



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
四
六

ら
れ
る
。

（
17
）　

同
じ
記
述
は
、
陳
繼
儒
の
『
妮
古
錄
』
卷
三
に
も
見
ら
れ
る
。

（
18
）　
「
畫
之
衟
、
所
謂
宇
宙
在
乎
手
者
、
眼
歬
無
非
生
機
。
故
其
人
徃
徃
多
壽
。」（『
畫

襌
室
隨
筆
』
卷
二
「
畫
源
」
本
文
既
出
）

（
19
）　
「
不
⻝
五
榖
吸
風
飮
露
」（『

子
』「
逍
遙
遊
」）

（
20
）　
「
吸
陰
陽
之
和
、
⻝
天
地
之
精
。」（『
淮
南
子
』「
泰
族
訓
」）

（
21
）　
「
僊
人
衟
士
非
㊒
神
、
積
精
累
氣
以
爲
眞
」（『
太
上
黃
庭
內
景
玉
經
』
僊
人

第

二
十
八
）

（
22
）　

其
昌
自
身
は
、『
黃
庭
內
景
經
』
に
お
け
る
養
生
術
の
實
踐
を
な
か
な
か
果
た

せ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
余
游
閩
中
、
遇

人
談
攝
生
奇
訣
、
在
讀

黃
庭
內
篇
、
夜

五

神
、
知
其
虛
實
、
以
爲
補
瀉
。

衟

所
不
傳
。
然
須
斷

酒
與
溫
柔
鄕
、
則
可
受
持
、
至
今
愧
其
語
也
。」（『
畫
禪
室
隨
筆
』
卷
三
「
記
事
」）

と
語
っ
て
い
る
。

（
23
）　

鈴
木

『
中
國
繪
畫
史
（
中
之
二
）』（
東
京
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
）110

～112

頁
。
謝
成
林
『
元
代
畫
壇
魁
首
』（
北
京
、
人
民
美
術
、
一
九
八
九
）23

～

26

頁
參
照
。

（
24
）　

例
え
ば
「
李
君
實
曰
、
常
聞
人
說
黃
子
久
年
九
十
餘
、
碧

丹
頰
、
一
日
于
武
林

虎
跑
、
方
同
數
客
立
石
上
、
忽
四
山
雲
霧
擁
溢
勃
、
片
時

不
見
子
久
、
以
爲
仙
去
。

予
向
疑
躭
畫
者
餝
之
。」（
周
亮
工
『
因
樹
屋
書
影
』
第
五
卷
）

（
25
）　
「
臣
工
人
、
何
術
之
㊒
。
雖
然
、
㊒
一
焉
。
臣
將
爲
鐻
、
未
嘗
敢
以
耗
氣
也
、
必

齊
以
靜
心
。」（『

子
』「
逹
生
」）。「（
略
）
庖
丁
釋
刀
對
曰
、
臣
之
所
好
者
衟
也
、

進
乎

矣
。（
略
）
恢
恢
乎
其
於
遊
刄
必
㊒
餘
地
矣
、
是
以
十
九
年
而
刀
刄

新
發

於
硎
。（
略
）
文

君
曰
、
善
哉
。
吾
聞
庖
丁
之
言
、
得
養
生
焉
。」（『

子
』「
養

生
主
」）

（
26
）　
「
律
中
衟
、
隔
壁
聞
釵
釧
聲

名
破
戒
。」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
十
五
）
男
性
出

家
者
が
壁
を
隔
て
て
女
性
の
釵
（
か
ん
ざ
し
）
や
釧
（
う
で
わ
）
の
♫
を
聞
く
だ
け

で
破
戒
と
な
る
と
の
意
。

（
27
）　

唐
代
か
ら
禪
は
南
北
宗
に
分
か
れ
た
。

其
昌
は
そ
れ
を
繪
畫
史
に
譬
え
て
繪
畫

も
唐
代
よ
り
南
北
二
宗
に
分
か
れ
た
と
說
朙
し
、
文
人
畫
を
南
宗
、

業
畫
を
北
宗

と
し
た
。
文
人
畫
の

地
は
南
禪
の
敎
え
と
實
踐
の
よ
う
に
自
由
で
活
發
な
る
頓
悟
、

業
畫
は
北
禪
の
敎
え
と
實
踐
の
よ
う
に
㊟
意
深
く
そ
し
て
修
行
の
順
序
を
重
視
す

る
漸
修
に
譬
え
ら
れ
る
。
實
際
に
兩
者
の

な
る
面
と
い
え
ば
、
歬
者
は
精
神

地

を
重
視
し
、
繪
畫
形
式
に
お
い
て
「
士
氣
」
や
「
平
淡
」
を
求
め
る
。
後
者
は

法

面
を
重
視
し
、
嚴
密
な

寫
を
追
求
す
る
。

其
昌
は
、
南
宗
の
文
人
畫
の
優
越
性

を
强
調
し
た
。

其
昌
の
論
に
お
い
て
は
王
維
を
文
人
畫
の
祖
と
し
て
い
る
が
、
實

際
に
は
南
宗
の
山
水
畫

式
の
開
祖

源
で
あ
り
、
彼
は
山
水

式
に
大
き
な
影

响
を
及
ば
し
た
。
詳
細
は
、
古
原
宏
伸
『
畫
論
』「
南
北
二
派
論
」（
東
京
、
朙
德
出

版
社
）、
王
伯
敏
『
中
國
繪
畫
通
史
（
下
）』「
畫
分
南
北
二
宗
說
」（
臺
北
、
東
大
圖

書
）
參
照
。

（
28
）　
「
畫
家
之
妙
、
全
在
𤇆
雲
變
滅
中
。
米
虎
兒
謂
、
王
維
畫
、
見
之
最
多
、
皆
如

畫
、

不
足
學
也
。
惟
以
雲
山
爲
墨
戲
。
此
語
雖
似
過
正
、
然
山
水
中
、
當
着
意
烟
雲
、
不

可
用
粉
染
、
當
以
墨
漬
出
、
令
如
氣

、
冉
冉
欲
墮
、
乃
可
稱
生
動
之

。」（『
畫

禪
室
隨
筆
』
卷
二
「
畫
訣
」）

（
29
）　

王
維
の
生
卒
年
に
つ
い
て
諸
說
が
あ
る
が
、
享
年
に
關
し
て
は
基
本
的
に
六
十
歲

餘
り
と
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
六
十
一
歲
と
み
る
說
な
ど
が
㊒
る
（
錢
保
塘
『
歷
代

名
人
生
卒
錄
』
卷
三
や
『
王
右
丞
集
箋
㊟
』「
王
維
和
他
的
詩
（
代
序
）」（
上
海
古

籍
出
版
）
參
照
。）

（
30
）　

南
北
宗
に
分
類
さ
れ
る
畫
家
に
關
し
て
、

是
龍
・
陳
繼
儒
・

其
昌
そ
れ
ぞ
れ

の
見
解
に
は

干
の

同
が
あ
る
。
そ
し
て
『
畫
禪
室
隨
筆
』
と
『
畫
旨
』
で
語
ら

れ
る
內
容
に
も

干
の
相
違
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
畫
旨
』
の
說
に
從
う
。

（
31
）　

例
え
ば
李
成
（919

～967

）
は
四
十
九
歲
、
李
公
麟
（1049

～1106

）
は
五

十
八
歲
、
王
詵
（1036

～1093

）
は
五
十
八
歲
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。



繪
畫
養
生
論

一
四
七

（
32
）　
「
書
之

鋒
在
手
、
執
筆
沈
着
痛
快
、
人
能
知
善
書
執
筆
之
法
、
則
能
知
名
畫
無

筆
迹
之
說
。
故
古
人
如
大
令
、
今
人
如
米
元

、
趙
子
昂
、
善
書
必
能
善
畫
、
善
畫

必
能
善
書
、
其
實
一
事
耳
。」（『
畫
禪
室
隨
筆
』
卷
二
「
畫
源
」
本
文
に
既
出
）

（
33
）　

其
昌
は
「
趙
集
賢
畫
爲
元
人
冠
冕
（『
畫
禪
室
隨
筆
』
卷
二
「
畫
源
」）」
と
論

じ
る
よ
う
に
趙
孟
頫
の
繪
畫
を
高
く
評
價
し
た
。
一
方
で
、
も
と
も
と
元
四
大
家
は

趙
孟
頫
・
吳
鎭
・
黃
公

・
王

を
指
し
て
い
た
が
、

其
昌
の
論
に
な
る
と
、
趙

孟
頫
が
拔
か
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
倪
瓚
が
入
れ
ら
れ
た
（『
容
臺
別
集
』
卷
六
「
畫

旨
」）。
後
に
元
四
大
家
の
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
四
人
に
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
と
「
趙
孟
頫
は
習
者
の

で
あ
る
か
ら
、
短
命
だ
」
と
い
う
發
言
に
よ
れ
ば
、

其
昌
は
趙
孟
頫
に
對
し
て
何
ら
か
の
嫌
惡
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
理
由
は
恐
ら
く
鈴
木

氏
の
論
じ
る
「
宋
の
遺
民
の
多
く
は
元
朝
に
仕

え
ず
野
に
在
っ
た
中
に
あ
っ
て
、
元
朝
に
仕
え
高
官
に
な
っ
た
趙
子
昂
に
對
し
て
は

そ
の
在
世
か
ら
譭
貶
が
甚
だ
し
か
っ
た
。
私
の
知
る
譏
評
と
そ
の
辯

も
、
む
し
ろ

一
般
的
に
は
胡
元
に
仕
え
た
勝
朝
の
室
（
マ
マ
）
室
の
一
族
と
い
う
、
い
わ
ば
裏
切

り
に
も
似
た
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
い
た
可
能
性
が
あ
る
」（
鈴
木

歬
揭
書27

頁
）
と
い
う
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
34
）　

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ケ
ー
ヒ
ル
（

）、
新

武
弘
・
小
林
宏
光
（
譯
）『
江
岸
別
意
：

中
國
朙
代
初
中
朞
の
繪
畫
』（
東
京
、
朙
治
書
院
、
一
九
八
七
）179
頁
參
照
。

（
35
）　

宗
炳
の
「
畫
山
水
序
」
に
は
、
既
に
繪
畫
を
樂
し
み
と
し
て
扱
う
と
い
う
發
想
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
36
）　

例
え
ば
『
吳
中
人
物
志
』
卷
九
に
は
「
公

生
故
宋
德
祐
己
巳
八
⺼
十
五
日
、
卒

於
至
正
甲
午
十
⺼
二
十
五
日
、
年
八
十
六
。」
と
あ
る
。

（
37
）　

こ
の
作
品
の
現
所

は
不
朙
で
あ
る
が
、
し
ば
ら
く

其
昌
の
發
言
と
し
て
考
え

て
お
く
。

（
38
）　
「
五
年
正
⺼
拜
南
京
禮

尙
書
、
時
政
在
豎
、
黨
禍
酷
烈
。
其
昌
自
引
遠
、
踰
年

請
吿
歸
。
崇
禎
四
年
起
故
官
、
掌
詹
事
府
事
。」（『
朙
史
』
卷
二
百
八
十
八
、
列
傳

一
百
七
十
六
、
文

四
、

其
昌
の
條
）
ま
た
「
崇
禎
四　

仲
冬
、
再
故
官
南
京
禮

尙
書
に
起
用
さ
れ
詹
事
府
事
を
掌
る
。」（

原
㊒
仁
（
編
）「

其
昌
年
譜
」、
古

原
宏
伸
（
編
）『

其
昌
の
書
畫
（
硏
究
編
）』（
東
京
、
二
玄
社
、
一
九
八
一
）211

頁
）


